○応急手当ステップアップ講習カリキュラム（普通救命講習Ⅰ）
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講義・質疑応答

・応急手当の目的・必要性

・ｅ-ラーニング、救命入門コースに関する質疑応答

5分

反応の確認・通報

・反応の確認

・119番通報とＡＥＤの手配等

呼吸をみる

・正常な呼吸と死戦期呼吸

・回復体位

胸骨圧迫

・圧迫開始基準

・圧迫の位置

・良質な胸骨圧迫を実践（深さ、テンポ、絶え間なく）

・圧迫解除

・人工呼吸との比率

・中断を最小限にすることを強調

人工呼吸

・頭部後屈顎先挙上法

・口対口人工呼吸法

中間評価 ・シナリオに対応した心肺蘇生法

ＡＥＤ使用方法

・ＡＥＤの基本操作

・電極パッドの装着位置

・電気ショック時の安全確認

・ショック後の胸骨圧迫再開

ＡＥＤの注意点

・使用時の注意事項

　（水/貼付物/ペースメーカー等）

・機種による違いへの対応

中間評価 ・シナリオに対応したＡＥＤを含めた心肺蘇生法

異物除去法異物除去

・背部叩打法

・腹部突き上げ法

・反応がなくなった場合の対応

止血法

・圧迫点

・圧迫方法

・感染防護

120分

 が必要である。

合計時間

備考

１　事前に、ｅ-ラーニングで60分の学習と修了テストの実施又は救命入門コースへの参加

２　2年から3年間隔で定期的な再講習を行うこと。
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